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哈爾浜商談会・新潟ブースの様子 

 

                                        

 

   

 

第 28 回中国ハルビン国際経済貿易商談会に出展 

 

6 月 15 日（木）から 19 日（月）の５日間、

新潟市の友好都市である中国黒龍江省ハルビ

ン市にて、第 28 回中国ハルビン国際経済貿易

商談会が開催されました。新潟県企業のブー

ス運営支援ともに新潟市の観光 PR のために

毎年参加している商談会ですが、今年は北京

国際旅游博覧会と同時期の開催となったため、

限られた日程での参加となりました。新潟県

ハルビンビジネス連絡拠点や現地の学生通訳

ボランティアの協力を得ながら、友好都市と

しての新潟市の存在感をハルビン市民に改め

て認識していただける良い機会となりました。 

商談会期間中、米山隆一新潟県知事が知事

就任後初の海外視察としてハルビンを訪問さ

れ、県訪中団一行の通訳の一人として新潟市

北京事務所の職員が同行し、県業務の支援を

行いました。今後も、新潟市という枠にとら

われず、中国と新潟の橋渡しとしての役割を

果たしていきます。（大泉） 

 

 

「北京国際旅游博覧会」に出展、佐渡市とともに新潟観光を PR 

 

6 月 16 日（金）から 18日（日）までの 3日間、北京国家会議センターにて「北京国際旅

游博覧会 2017」が開催されました。通称「BITE（バイト）」（Beijing International Tourism 

Expo）と呼ばれるこの観光展示会への出展は、新潟市北京事務所の業務の中で、長年大き

なイベントの一つとなっています。昨年と同様、

佐渡市と共同で出展しました。 

日本国家旅游局（JNTO）の発表では、2016 年に

日本を訪れた中国人旅行客数は 637 万 3,000 人と

いう過去最高を記録し、国・地域別でも首位とな

っています。近年、地方を巡る個人旅行が人気を

集めていることから、中国人旅行客の次なる目的

地となろうと、日本中の地方都市がしのぎを削っ

て PRを行っています。中国都市部からの観光客を

取り込むにあたり、北京は大変大きな市場です。 
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旅行客の目が地方に向いていることを証明するように、新潟

ブースを訪れる来場者の数は、昨年よりも増えたという実感が

あります。佐渡おけさの衣装を身にまとっての PR、青島亀田食

品有限公司のご厚意による柿の種の配布も、人々を惹きつける

大きな目玉となりました。今回の展示会での PRにより、新潟市

の魅力を中国の方に伝えるために開設している「微博（ウェイ

ボー）」（中国版 Twitter）のフォロワー数も今までに無い伸び

を見せました。 

博覧会の開催の前日 6 月 15 日（木）には、JNTO 北京事務所

主催によるマッチング形式の観光商談会が行われました。団体

旅行から個人旅行への潮流の変化に加え、モノ消費からコト消

費への潮流の変化も見られる中国市場において、体験型旅行の

提案が大きな鍵を握ります。佐渡市とともに、現地の旅行社へ

魅力ある新潟の体験型旅行プランを提案しました。（大泉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 28 回香港ブックフェアに出展 

 

2017 年 7月 19 日（水）から 25日（火）まで、第 28 回香港ブックフェアが香港コンベン

ション＆エキシビションセンターで開催されました。日本パビリオン内には在香港日本国

総領事館、北海道（北海道観光推進機構・釧路市・網走市）、埼玉県、和歌山県、兵庫県、

香川県、徳島県、鳥取県、福岡県/西日本鉄道、JNTO、KADOKAWA、西武鉄道プリンスホテル、

小田急電鉄、ドン・キホーテなどがブース出展しました。新潟市は今年 4 回目の出展で、

日本アニメ・マンガ専門学校（JAM）と NTTBP と共同で出展しました。 

 

記念撮影のときは「新潟・

佐渡」のパンフレットを持

ってさりげなく PR 

観光商談会の様子 

新潟米菓の代表格 

「柿の種」 

報告３ 
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今年のテーマは旅行です。ブースではたくさんの漫画作品と新潟風景のポスターを展示

し、中国でも人気のある NGT48 の歌や映像も上映しました。そして、にいがたまんが大賞

作品集や「花野古町と笹団五郎」のキャラクターグッズの販売、漫画ペン入れ体験などを

通じて「まんがのまち新潟」の魅力を来場者に強く PRしました。JNTO のスタンプ収集イベ

ントや NTTBP の「Photo Circle」体験イベントのおかげで新潟市ブースに多くの方が立ち

寄りました。「Photo Circle」の体験には一日約 200 名が訪れ、体験者に「Photo Circle」

を利用して、新潟市の観光 PRを行いました。また、スタンプ収集の来場者たちには観光ア

ンケートも実施し、一日約 100 名から回答をいただきました。 

出展した各自治体は観光ビデオを流し、パンプレットを配りながら来場者に観光 PRを行

いました。また各地のご当地キャラクターの着ぐるみもいっぱい会場にあふれていました。

とても人気で、多くの来場者たちが一緒に写真を撮り、楽

しんでいました。 

報道によると、台風の影響で今年の香港ブックフェアの

入場者は昨年より少なかったものの、100 万人近くに及びま

した。（姜） 

 

 

 

中国レポート  No.61 ２０１７年７月３１日 

 

中国は「政治の季節」に突入した。今秋に予定される中共１９大（中国共産党第１９回

全国代表大会）では、大幅な指導部メンバーの入れ替えが行われる。これまでの共産党内

規通り進めば、現在のトップ７（中央委員会政治局常務委員）のうち、習近平と李克強の

みが留任し、他の５人が引退する。中国共産党の党員は約８８００万人で、この８８００

万人が１３億６０００万人の国民を率いる。現在中央委員は２０５人、中央政治局委員は

２５人、政治局常務委員は７人だ。従って、実際にはこのトップ７が８８００万の共産党

員と、１３億６０００万の中国国民を率いることとなる。 

 これまで党には「７上８下」という最高指導部定年制度があった。党大会の時点で６７

歳以下なら留任が可能だが、６８歳以上だと自動的に退任しなければならない。この制度

に照らせば、今秋の党大会時点で習近平（１９５３年生まれ、６４歳）と李克強（１９５

５年生まれ、６２歳）以外の５人は６８歳以上なので自動的に退任するわけである。空席

になった５つの椅子に誰が座るかは最重要問題だ。その具体的、複雑な綱引きが始まった

というわけだ。 

西園寺 一晃先生の 

新潟ブースの様子 （左：漫画ペン入れコーナー； 真中：セールス・アンケート； 右：Photo Circle

朝入場待ちの長い列 
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 しかし、最高指導部人事は、実際には秋の党大会で決まるわけではない。党大会までに

さまざまな綱引き、根回しがあり、党大会時にはすべて決まっている。ただ毛沢東時代の

ように、最高指導者の「鶴のひと声」で決まるという時代ではない。一般的に、最高指導

部に入るには中央委員以上でなければならない。実際には平の中央委員の場合、よほどの

事情がない限り「２階級特進」でトップ７に入ることは困難だ。トップ７は政治局委員の

中から抜擢されるのが普通だ。さらに、有資格者は、一般的には地方（省、自治区、直轄

市）の２か所以上で首長または党書記を務め、大きな成果を挙げることが条件だ。最高指

導者の「お気に入り」、「お友達」だから昇格させるというような甘いものではない。能力

と実力を持って、さらに現指導部に忠実なもの同士の熾烈な競争を経て、最高指導部の椅

子に晴れて座ることができるのである。 

 中国には、党大会での人事などの重要案件について、独特な決定プロセスがある。党大

会が近づくと、さまざまな意見交換、根回し、綱引きが行われるが、最終的には毎年８月

に行われる「北戴河会議」が決定的な役割を果たす。北戴河は渤海に面した風光明媚なリ

ゾート地で、多くの人が夏休みに避暑に訪れる。その北戴河の一角に広大な高級幹部専用

のリゾート施設と専用海水浴場がある。８月はその高級幹部専用リゾート施設が、党大会

の人事についての意見交換、根回し、決定場所となる。 

 北戴河会議に参加できる有資格者は、現職の党最高幹部、かつて党の最高指導部に名を

連ねた元・前幹部（長老）、政府、軍、地方の高級幹部である。北戴河会議といっても、正

式な会議が行われるわけではない。様々な非公式会合、意見交換、根回しが行われ、それ

らの意見を習近平ら現最高指導部が集約し、党大会の人事案を作成するのである。今回の

北戴河会議は、あくまで人事案件が中心だが、そのほかに反腐敗闘争、経済政策、対外戦

略などが話し合われると思われる。 

 この北戴河会議を前にして、中国政界に激震が走った。秋の党大会で最高指導部入りが

ほぼ確実と思われていた若手のホープ孫政才が「重大な党規律違反」で、重慶市党委員会

書記の役職を解かれ、党中央規律検査委員会の調査を受けていると新華社が発表した。今

までの事例からして、孫政才の失脚は確実で、復活の可能性はおそらく万に一つも無いだ

ろう。孫政才は北京農林科学院大学院を修了した農学博士で、農業の専門家である。北京

市党委員会秘書長を経て、２００６年の全人代において弱冠４３歳で国務院農業部長（大

臣）に就任した。その後吉林省党委員会書記に抜擢され、最高指導部への道を歩みだし、

２０１２年の第１８回党大会で、４９歳の若さで政治局委員となった。農業という地味な

分野にありながら、とんとん拍子の出世であった。同年齢で、同じ時期に内モンゴル自治

区党委員会書記に抜擢され、第１８回党大会で政治局委員となった胡春華（現広東省党員

会書記）とともに「習近平、李克強の最有力後継者」と見られてきた。 

 今回の孫政才事件は、「反腐敗」（収賄）で摘発されたとか、江沢民閥に近いので排除さ

れたとか、習近平に対する忠誠度が足りなかったなど、様々な憶測を呼んでいるが、本当

の理由は定かでない。しかし、習近平指導部が北戴河会議の前に孫政才問題を処理したか

ったことは間違いない。北戴河会議に持ち込めば、習近平指導部の不安定要素になりかね

ない。このことが孫政才と同じ後継者の有力候補である胡春華まで及ぶのかどうかはわか

らない。ただ、胡春華については、４月１２日付の広東省党委員会機関紙「南方日報」が

１面トップで興味深い記事を掲載した。それは習近平が広東省党委員会に「重要指示」を

出したというニュースで、習近平が広東省党委員会に対し、高度な評価と期待を寄せてい

るという内容の記事である。広東省党委員会書記は胡春華であり、習近平の「評価と期待」

はすなわち、胡春華に対する評価と期待である。今囁かれているのは、孫政才の問題が発

覚したのは昨年末頃で、それ以来水面下で調査が進められてきた。その一方で、習近平は

もう一方の若手のホープ胡春華に「合格」の評価を与えたわけで、これで胡春華はポスト
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【筆者プロフィール】 

西園寺 一晃（さいおんじ かずてる）氏  

１９４４年生まれ 
● 明治の元勲・公爵・首相・枢密院議長である西園

寺公望氏を曾祖父に持つ。 

● 西園寺公一（きんかず）氏（第一回参議院議員・日

中文化交流協会常任理事）の長男。 

● 北京大学経済学部卒業 

● 朝日新聞社に在籍中は，日中関係の調査研究室長な

どを歴任。退職後も中国問題の調査、研究にあたる。 

● 現在工学院大学客員教授，北京大学客員教授，伝媒

大学客員教授，北京城市大学客員教授 

習近平レースでライバルがいなくなり、断然有利になったというわけだ。胡春華は共産主

義青年団出身で、胡錦濤―李克強人脈に属する。ある評論家は、果たして習近平はこのよ

うな背景を持つ胡春華を自らの後継者として、簡単に受け入れるだろうかと疑問を呈す。

習近平がトップに上りつめた時、まだ江沢民派の勢力は残っていて、習近平はさまざまな

妨害と制約を受けたと言われる。その習近平を陰から支えたのが胡錦濤で、この胡錦濤の

協力無くして、習近平が江沢民派勢力を排除することはできなかったと言われる。そうで

あれば、胡錦濤につながる胡春華に本当の実力があれば、習近平は自らの後継者にするこ

とにそう抵抗はないのかもしれない。 

 北戴河会議を控えた今の時点で、人事予想をするのは難しいが、もし孫政才失脚が大局

には影響が無く、最高指導部の空席が５つで、基本的に政治局員の中から選ばれるとする

なら、以下の何人かが有力である。もし平の中央委員の中から選ばれる者があるとするな

ら、それは習近平の強力な推薦によるものであろう。 

胡春華（１９６３年生まれ、広東省党委員会書記） 

王滬寧（１９５５年生まれ、党中央政策研究室主任） 

汪 洋（１９５５年生まれ、国務院副総理） 

趙楽際（１９５７年生まれ、党中央書記処書記） 

栗戦書（１９５０年生まれ、党中央弁公庁主任） 

韓 正（１９５４年生まれ、上海市党委員会書記） 

劉其葆（１９５３年生まれ、党中央宣伝部長） 

 このうち次の党大会（２０２２年）の時点で６７歳以下は胡春華、王滬寧、汪洋、趙楽

際の４人である。 

 ただもう一つの可能性がある。それは、党の最高指導部組織を新しくすることだ。１つ

は組織の面で、もう１つは人事の面で。組織としてはまず今のままのトップ７制度を変え

る可能性もある。最近囁かれているのは「党主席」復活説だ。党主席と言えば、中国人が

すぐ頭に浮かべるのは絶対的カリスマ指導者だった毛沢東である。毛沢東亡き後の混乱期

に「毛沢東の後継者」として登場した華国鋒が短期間「党主席」となったが、華国鋒が鄧

小平との権力闘争に敗れ、中国が「改革開放」の時期に入った後は「党主席」制度は無く

なり、党のトップは「総書記」となった。「総書記」は最高指導部の代表と言う感じだが、

「党主席」は１人抜きんでた特別な存在という感じがする。もう１つは人事である。一昨

年、党系メディアがある興味深い論文を掲載した。日本ではあまり話題にはならなかった

が、その論文には「年齢で最高指導部を選ぶべきではない。指導部構成は老、壮、青とバ

ランスを採るべきである」。この考え方が実行されるなら、「７上８下」の最高指導部定年

制度は廃止され、６８歳以上でも最高指導部入りが可能となる。６８歳以上の最高指導部

入りというと、すぐ頭に浮かぶのは習近平が最も頼りにし、「反腐敗闘争」を一手に取り仕

切っている王岐山（現トップ７メンバ

ー・１９４８年生まれ）である。ただ

友人のジャーナリストは「習近平は、

王岐山を最高指導部に残したいとこ

ろだ。しかし実際にはそれはないだろ

う。そんなことをしたら、多くの幹部

の不満が噴出する。壮と青の線引きだ

ってそう簡単なことではない。習近平

はそんなリスクを負うことはない」と

言った。 

 中国の政局から目が離せない。 


